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説 明 内 容説 明 内 容

※ 本資料における「第3四半期」は、9ヶ月累計の情報を記載しております。
※ 2010年度からのマネジメントアプローチ採用に伴い、本資料における2009年度のセグメント

情報も組み替え 済みです。

・ 2010年度 第3四半期連結決算

・ 2010年度 通期連結業績予想

・ 参考資料
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連結対象会社
－10年度第3四半期連結決算－

連結対象会社
－10年度第3四半期連結決算－
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項 　目 摘 要

(A) (B) （B) - （A)

連結
子会社数

67社 66社 △1社 新規 1社
除外 2社

持分法
適用会社数

24社 24社    0社 新規 なし
除外 なし

計 91社 90社 △1社

増 減09年度末
10年度

第3四半期末



主要項目
－10年度第3四半期連結決算－

主要項目
－10年度第3四半期連結決算－
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（単位：億円）

＊1：「自己資本」・・・純資産から新株予約権と少数株主持分を除外したもの

項　　目

(A) (B) (B) - (A)

売上高 3,981 4,524 543
営業利益 183 306 122
経常利益 120 262 142
四半期純利益 53 150 96

項　　目

(A) (B) (B) - (A)

総資産 6,547 6,663 115
有利子負債 2,813 2,736 △ 77
純有利子負債 2,440 2,382 △ 58
自己資本  *1 1,788 1,867 79

差 異

差 異09年度末
10年度

第3四半期末

09年度
第3四半期

 10年度
第3四半期
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（単位：億円）

項　　　目

(A) (B) (B) - (A)

    営  業  利  益 183 306 122

金融収支 △ 36 △ 27 9
持分法による投資損益 4 10 5
為替差損益 0 △ 5 △ 4
その他 △ 30 △ 20 9
    計 △ 63 △ 43 19

    経  常  利  益 120 262 142

差 異
09年度

第3四半期
10年度

第3四半期

営
業
外
損
益

営
業
外
損
益

営
業
外
損
益
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（単位：億円）

項       目

(A) (B) (B) - (A)

持分変動利益 0 4 4
貸倒引当金戻入額 3 0 △ 2
その他 1 2 1

計 4 7 2
固定資産処分損 △ 24 △ 2 21
資産除去債務 （会計基準適用影響額） 0 △ 9 △ 9
減損損失 0 △ 3 △ 3
その他 △ 2 △ 1 1

計 △ 28 △ 17 10
特別損益 △ 23 △ 10 13

差 異
09年度

第3四半期
10年度

第3四半期

特
別
損
失

特
別
利
益
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（単位：億円）

項       目

(A) (B) (B) - (A)

営業利益 183 306 122

営業外損益 △ 63 △ 43 19

経常利益 120 262 142

特別損益 △ 23 △ 10 13

税金等調整前四半期純利益 96 252 155

法人税等・少数株主利益 △ 43 △ 101 △ 58

四半期純利益 53 150 96

1株当たり四半期純利益 5円33銭 14円96銭 9円63銭

差  異
09年度

第3四半期
10年度

第3四半期



環境要因
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（ ）は為替レート変動影響額を含む

（単位：億円）

項　　目

(A) (B) (B) - (A)

93.6 86.8 △6.8 2 

$/ｔ 570 722 152 △24 

円/KL 39,000 45,800 6,800 (△16) 

$/ｔ 694 960 266 △70 

(△53) 
$/ｔ 96.7 120.7 24.0 △41 

円/t 9,048 10,477 1,429 (△26) （ＣＩＦ）

09年度
第3四半期

10年度
第3四半期

円/$

（ＣＩＦ）

（国産）

 ベンゼン
米欧大口向け
契約価格平均

差 異 営業損益
への影響

為替レート

 豪州炭
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売上高（ｾｸﾞﾒﾝﾄ別）
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（単位：億円）

(A) (B) (B) - (A)

化成品・樹脂 1,150 1,492 341

機能品・ﾌｧｲﾝ 436 512 75

医薬 75 64 △ 10

建設資材  1,395 1,498 103

機械・金属成形 601 601 0

ｴﾈﾙｷﾞｰ・環境 398 431 33 石炭 25、電力 8

その他 133 193 59 海外販社 47、他

連結消去 △ 209 △ 270 △ 60

3,981 4,524 543 13．6％増収

機能性材料 53
ファイン 22

09年度
第3四半期

10年度
第3四半期

機械 △7、アルミホイール 7

計

セグメント
差 異

建材・生石灰関連 51
セメント・生コン 37、他

差　異　要　因

ラクタムチェーン 260
合成ゴム 81
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（単位：億円）

(A) (B) (B) - (A)

化成品・樹脂 5 117 112

機能品・ﾌｧｲﾝ 25 65 39

医薬 31 16 △ 14

建設資材  42 64 22

機械・金属成形 36 12 △ 24

ｴﾈﾙｷﾞｰ・環境 33 26 △ 6 石炭(未実現利益) △7、他

その他 6 9 2

調整額 1 △ 7 △ 9

183 306 122 66．4％増益計

セグメント
差 異

建材・生石灰関連 18
セメント・生コン 4

差　異　要　因

ラクタムチェーン 90
合成ゴム 22

機能性材料 33
ファイン 6

09年度
第3四半期

10年度
第3四半期

機械 △29、アルミホイール 5
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（単位：億円）

＊1：資材単価差含む、 ＊2：内、在庫評価差 ３４、 ＊3：内、未実現利益排除の増加 △７

営 業 利 益

09年度 10年度 差 異 社内計算

第3四半期 第3四半期 価格差 数量差 固定費差 その他 小計 制度

(A) (B) (B) - (A) *1 影響 *2 改訂影響

化成品・樹脂 5 117 112 91 21 △ 12 △ 51 56 105 7

機能品・ﾌｧｲﾝ 25 65 39 △ 33 77 △ 14 1 7 37 3

医薬 31 16 △ 14 △ 12 9 △ 6 △ 1 △ 5 △ 14 0

建設資材 42 64 22 4 14 △ 8 2 7 19 2

機械・金属成形 36 12 △ 24 2 △ 7 1 1 △ 17 △ 20 △ 3

ｴﾈﾙｷﾞｰ･環境 33 26 △ 6 4 7 △ 1 0 △ 13 △ 3 △ 4

その他 6 9 2 1 1 △ 1 0 0 1 0

調整額 1 △ 7 △ 9 0 0 △ 2 0 △ 1 △ 3 △ 6

計 183 306 122 57 122 △ 43 △ 48 34 122 0

低価法
セグメント

*3*3*3*3



貸借対照表
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＊1：「自己資本」・・・純資産から新株予約権と少数株主持分を除外したもの

（単位：億円）

(A) (B) (B) - (A)

資 流動資産 2,615 2,804 188

産 固定資産 3,931 3,859 △ 72

6,547 6,663 115

負 有利子負債 2,813 2,736 △ 77
債 その他負債 1,712 1,821 109

4,526 4,557 31

自己資本 *1 1,788 1,867 79
少数株主持分他 233 238 4

2,021 2,105 83

6,547 6,663 115

差  異
項　　目

負債、純資産合計

合　計

計

計

09年度末
10年度末

第3四半期末

純
資
産

純
資
産

純
資
産



ｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ計算書
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（単位：億円）

Ａ.営業活動によるＣＦ 326 302
税引前四半期純利益 252
減価償却費 247、運転資金 △73
法人税等 △41

Ｂ.投資活動によるＣＦ △ 241 △ 192 有・無形固定資産取得 △194

ﾌﾘｰ・ｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ（Ａ＋Ｂ） 84 110

C.財務活動によるCF △ 147 △ 123
長・短期借入金等増減 △71
配当金支払 △43

Ｄ.現金及び現金同等物の増減
　　（含、換算差額等） △ 64 △ 19

Ｅ.現金及び現金同等物
　 四半期末残高 328 353

項   目
10年度

第3四半期
09年度

第3四半期
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化成品・樹脂 セグメント
◆ 2010年10月、タイ国でナイロン6樹脂の製造新設備が段階的に商業運転を開始

機能品・ファイン セグメント
◆ 2010年10月、アドバンスト・ソフトマテリアルズ㈱の革新的な高分子材料『SLIDE-RING MATERIAL®』

の営業、開発等について、同社と包括的な提携に合意。

機械・金属成形 セグメント
◆ 2010年11月、高機能をより使い易い形で実現し、新興国市場向けとしてもコストパフォーマンスを有した

新大型ダイカストマシン「UB-iVシリーズ」を発売

エネルギー・環境 セグメント
◆ 2010年12月、地球温暖化防止対策のひとつとして、自家発電所でＰＫＳ(パームカーネルシェル)

を石炭と混合燃焼させる実証試験を本格化
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2010年度 通期連結業績予想2010年度 通期連結業績予想



主要項目
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主要項目
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（単位：億円）

項　　目
第３四半期実績

(進捗率)
第３四半期実績

(進捗率)
第３四半期実績

売上高 5,495 3,981
(72.4%)

6,130 4,524
(73.8%)

635 543

営業利益 275 183
(66.6%)

360 306
(85.0%)

85 122

経常利益 189 120
(63.5%)

285 262
(92.1%)

96 142

当期(四半期)純利益 82 53
(65.2%)

170 150
(88.4%)

88 96

項　　目

(A) (B) (B) - (A)

総資産 6,547 6,540 △ 7
有利子負債 2,813 2,650 △ 163
純有利子負債 2,440 2,350 △ 90
自己資本  *1 1,788 1,870 82

配当（円／株） 4.0 5.0 1.0

差 異

差 異

 10年度09年度

09年度末  10年度末

＊1：「自己資本」・・・純資産から新株予約権と少数株主持分を除外したもの
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（単位：億円）

売上高 営業利益

10年度
第3四半期

対09年度
同期

化成品・樹脂 Ube Chemicals (Asia) Public Co., Ltd.  カプロラクタム、ナイロン樹脂の製造・販売 209 ↑

Ube Chemical Europe, S.A.  カプロラクタムの製造・販売 182 ↑

Thai Synthetic Rubbers Co., Ltd.  ポリブタジエンゴムの製造・販売 108 →

Ube Engineering Plastics, S.A.  ナイロン樹脂の製造・販売 73 ↓

宇部アンモニア工業  アンモニアの製造・販売 101 ↑

宇部フィルム  プラスチックフィルム製品の製造・販売 77 ↓

機能品・ファイン 宇部日東化成  電子・情報材料、ＦＲＰ、産業資材、機能繊維の製造・販売 107 ↑

建設資材 宇部建設資材販売  建設資材の販売 337 →

宇部マテリアルズ  マグネシウム・石灰製品の製造・販売 314 ↑

宇部興産海運  内航海運、港湾輸送業 121 ↑

関東宇部コンクリート工業  生コンクリートの製造・販売 74 →

機械・金属成形 宇部興産機械  一般産業用機械・橋梁の製造・販売 231 ↓

宇部スチール  鋳鋼品、圧延用ビレットの製造・販売 142 ↓

宇部テクノエンジ  産業機械の据付、アフターサービス 78 ↑

エネルギー・環境 宇部シーアンドエー  豪州炭等の販売 144 ↓

　　（注）↑↓ ： １億円以上の増減を示す .

会　　社　　名 事　　　業　　　内　　　容



本資料における将来の見通しに関する記載は、当社が現時点で合理的であると判断する一定の前提に
基づき作成したものであり、実際の業績はさまざまな要因の変化によって見通しと大きく異なる場合もありえ
ますことをご承知願います。そのような要因としては、主要市場の経済状況、製品の需給、原燃料価格、
金利、為替相場などがあります。但し、業績に影響を及ぼす要因はこれらに限定されるものではありません。
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